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１ 

な
ぜ
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に

　

 

取
り
組
む
の
か
。

　

現
在
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
多
く
の
人

工
林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
る

中
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
水
源
の
か
ん

養
、
木
材
の
生
産
等
、
森
林
の
持
つ
多
面

的
機
能
を
発
揮
し
つ
つ
、
「
伐
る
→
使
う

→
植
え
る
→
育
て
る
」
の
サ
イ
ク
ル
を
維

持
し
、
豊
富
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に

よ
る
林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

素
材
生
産
作
業
に
つ
い
て
は
高
性
能
林

業
機
械
等
の
導
入
に
よ
り
、
作
業
効
率
の

向
上
が
見
ら
れ
生
産
性
の
向
上
が
進
展
し

て
い
ま
す
が
、
一
方
、
造
林
作
業
に
つ
い
て

は
、
傾
斜
地
や
作
業
内
容
か
ら
機
械
化
が

進
ん
で
お
ら
ず
造
林
コ
ス
ト
は
高
い
状
況

で
す
。
ス
ギ
人
工
林
の
造
林
コ
ス
ト
は
地

拵
か
ら
下
刈
ま
で
約
１
６
６
万
円
／
ｈａ
が

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
造
林
コ
ス
ト
全
体

の
約
７
割
を
占
め
、
再
造
林
を
進
め
る
上

で
初
期
の
コ
ス
ト
が
如
何
に
高
い
か
が
分

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
価
格
は
昭
和
55
年
を
ピ
ー

ク
に
下
落
が
続
き
、
現
在
の
ス
ギ
は
ピ
ー

ク
時
の
約
３
分
の
１
で
、
収
入
と
な
る
木

材
価
格
の
大
幅
な
上
昇
は
望
め
な
い
状
況

で
す
。
こ
の
た
め
、
林
業
経
営
の
採
算
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
造
林
事
業
の

省
力
化
に
取
り
組
み
、
造
林
コ
ス
ト
の
大

半
を
占
め
る
造
林
初
期
の
コ
ス
ト
低
減
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２ 

具
体
的
な
取
組

①
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム

　

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
と
は
、
伐
採
と
植

裁
作
業
を
同
時
並
行
的
に
又
は
連
続
し
て

行
う
こ
と
で
、
地
拵
作
業
を
省
略
化
し
、

造
林
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
す
る
作
業
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
平
成

30
年
度
の
新
植
事
業
単
価
で
は
、
従
来
の

地
拵
・
植
栽
と
比
較
し
て
約
28
％
の
コ
ス

ト
低
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。　

保育間伐・
間伐
57万円

除伐
14万円

下刈
75万円

植付
26万円

苗木代
35万円

地拵え
30万円

注：H28標準単価より作成
スギ3000本/ha植栽、下刈５回、除伐２回、
保育間伐１回、搬出間伐（50～60m3/ha）１回

約７割が初期費用

資
料
：
林
野
庁
「
森
林・林
業・木
材
産
業
の
現
状
と
課
題
」

（
平
成
30
年
1
月
）

2July 2019 



Special  Feature
Art ic le

特集

森
林
施
業
の
省
力
化
と

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
の
取
組

森
林
整
備
課

②
コ
ン
テ
ナ
苗

　

コ
ン
テ
ナ
苗
は
植
栽
時
期
を
選
ば
ず
裸

苗
に
比
べ
て
比
較
的
容
易
に
植
え
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
植
栽
の
作
業
功
程
は
裸

苗
の
１
・
５
倍
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
苗
の
価
格

は
裸
苗
に
比
べ
る
と
割
高
で
す
が
、
コ
ン

テ
ナ
苗
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
格

は
引
き
下
げ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
度
に
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る

植
栽
を
導
入
し
、
平
成
30
年
度
の
コ
ン
テ

ナ
苗
使
用
面
積
は
全
体
の
68
％
で
平
成
27

年
度
か
ら
年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。

H
25
年
度 

コ
ン
テ
ナ
苗
使
用
面
積
率
3
％ 

H
30
年
度 

コ
ン
テ
ナ
苗
使
用
面
積
率
68
％

（
65
％
増
加
）

④
低
密
度
植
裁

　

管
理
経
営
の
指
針
及
び
保
安
林
の
指
定

施
業
要
件
の
下
限
本
数
に
よ
る
植
栽
計
画

を
徹
底
し
植
栽
本
数
の
低
減
を
進
め
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
約
２
千

本
／
ｈａ
で
平
成
25
年
度
と
比
較
す
る
と

18
％
の
低
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

H
25
年
度 

植
栽
本
数
２
、４
９
７
本
／
ha 

H
30
年
度 

植
栽
本
数
２
、０
４
３
本
／
ha

（
18
％
減
少
）

　

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
今
後
も
森
林

施
業
の
省
力
化
、
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に

向
け
た
技
術
の
開
発
・
実
証
に
率
先
し
て

取
組
を
行
い
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

低
コ
ス
ト
化
技
術
の
民
有
林
へ
の
普
及
・

定
着
を
進
め
、
公
益
的
機
能
の
一
層
の
推

進
と
森
林
・
林
業
の
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
下
刈
回
数
の
低
減

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
植
栽
後
は
一
定
の

林
齢
ま
で
実
施
し
て
き
た
画
一
性
を
排
し
、

「
下
刈
実
施
の
判
断
目
安
」
に
基
づ
き
、

造
林
木
の
生
育
状
況
等
、
現
地
の
実
態

に
即
し
て
下
刈
の
必
要
性
を
判
断
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
従
来
５
か

ら
６
回
程
度
実
施
し
て
い
た
下
刈
り
作
業

は
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
実
質
４
回

程
度
で
下
刈
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

伐採・搬出 地拵 裸苗植栽

従来の作業方法
契約 契約完了 完了

伐採・搬出

コンテナ苗植栽
地拵え・植栽の
コストを大幅に
削減可能

一貫作業システム
契約 完了

Ａ
樹冠の梢端が
雑草木から露出

Ｂ
樹冠の梢端と雑
草木の高さが同じ

Ｃ
樹冠が雑草木
に埋もれている

【下刈の対象外】 【経過観察】 【下刈を検討】

【下刈実施の判断目安】
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【
森
林
巡
視
員
と
の
取
組
】

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
30
日
（
木
）

森
林
巡
視
員
及
び
支
署
職
員
な
ど
総
勢

44
名
で
五
月
女
萢
防
風
保
安
林
と
十
三

湖
周
辺
の
海
岸
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
五
月
女
萢
防
風
保
安
林
は
林
野
庁
が

選
定
し
た
「
後
世
に
伝
え
る
べ
き
治
山

〜
よ
み
が
え
る
緑
〜
」
の
箇
所
の
一
つ

で
、
周
辺
に
は
観
光
施
設
が
点
在
す
る

こ
と
か
ら
景
観
の
保
全
等
に
資
す
る
た

め
、
毎
年
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
や
日

本
海
か
ら
漂
着
し
た
ゴ
ミ
の
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
回
収
し
た
ゴ
ミ
の
量
は
ゴ
ミ
収

集
車
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
各
１
台
分
で
す

が
、
五
所
川
原
市
の
全
面
協
力
に
よ
り

廃
棄
物
処
理
場
で
処
分
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旬
に
は
、
今
回
作
製
し
た
空
中
取
り
木

苗
の
植
樹
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
上
旬
に
は
中
里
中
学
校

２
年
生
を
対
象
に
昨
年
度
自
分
た
ち
が

植
樹
し
た
箇
所
の
下
刈
・
補
植
・
測
樹

体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

金
木
支
署
で
は
来
年
度
以
降
も
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
と
お
し
て
次
代
を
担
う
生

徒
の
皆
さ
ん
に
、
森
林
の
大
切
さ
等
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

泫
枝
の
途
中
で
形
成
層
（
皮
）
を
取
り
除
き
、
ミ

ズ
ゴ
ケ
を
周
囲
に
巻
い
て
、
発
根
さ
せ
て
苗
と
し

て
使
用
す
る
。

【
水
の
旅
現
地
見
学
会
】

　
水
土
里
ネ
ッ
ト
小
田
川
（
小
田
川
土

地
改
良
区
）
の
主
催
に
よ
る
現
地
学
習

の
協
力
要
請
を
受
け
、
五
所
川
原
市
金

木
町
の
小
田
川
ダ
ム
周
辺
に
お
い
て
、

６
月
18
日
（
火
）
に
五
所
川
原
市
立
金

木
小
学
校
の
４
年
生
32
名
、
６
月
21
日

（
金
）
に
同
市
立
い
ず
み
小
学
校
４
年

生
28
名
に
、
水
源
の
森
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
保
安
林
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
空
中
取
り
木
苗
作
製
体
験

の
た
め
現
地
に
移
動
し
ま
し
た
。
、
到

着
後
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の

班
に
分
か
れ
コ
ー
チ
（
職
員
）
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
カ
ッ
タ
ー
を
用
い
た

ヒ
バ
の
枝
の
剥
皮
や
ミ
ズ
ゴ
ケ
巻
き
の

作
業
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
な
が
ら

真
剣
に
取
組
ま
し
た
。

　
今
回
作
製
し
た
空
中
取
り
木
苗
が
発

根
し
苗
木
と
し
て
利
用
で
き
る
ま
で
に

は
３
〜
４
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。
９
月
下

　
今
後
も
自
治
体
や
巡
視
員
の
皆
さ
ん

と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
防
風
保
安
林

の
機
能
向
上
に
努
め
、
「
美
し
い
海
岸

林
」
を
後
世
に
継
承
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
頃
に
は
屏
風
山
地
区
海

岸
防
災
林
現
地
研
修
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

【
遊
々
の
森
の
協
定
に
基
づ
く
森
林
環

境
教
育
】

　
６
月
４
日
（
火
）
中
泊
町
立
中
里
中

学
校
１
年
生
46
名
を
対
象
に
森
林
教
室

と
ヒ
バ
の
泫
空
中
取
り
木
苗
作
製
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
は
じ
め
に
中
里
中
学
校
体

育
館
で
、「
森
林
の
役
割
」、「
中
泊
町

の
町
木
で
あ
る
ヒ
バ
」「
空
中
取
り
木

苗
作
製
方
法
」
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

クリーン作戦（作業中）

森林教室

空中取木（作業中）空中取木（作業中②）

水の旅（金小）

美しい森林づくり
森
林
・
林
業
普
及
啓
発
活
動
の
取
組

津
軽
森
林
管
理
署
金
木
支
署

クロマツの根の成長と土の硬さの関係
森林総合研究所　野口　宏典森のおはなし

ー columnー

１．はじめに
　東日本大震災では、津波を受けた海岸林で根返り
等による樹木の被害が数多く発生しました（写真
1）。これを受けて、震災後に海岸林が造成される
際には、樹木の根を深くまで成長させることを目的
として、盛土による嵩上げが図られる事例が多くな
りました（写真2）。その一方で、海岸林の生育基
盤としてこれまで一
般的だった砂丘地に
比べ盛土は硬くなり
やすく、そのことが
根の成長を妨げるこ
とが懸念されていま
す。しかし、硬い土
への植栽が行われる
事例はこれまで少な
く、土の硬さが根の
成長にどう影響する
のかはあまり知られ
ていません。ここで
は、森林総合研究所
の研究プロジェクト
で行った根の成長と
土の硬さに関する実
験の結果を紹介しま
す。

２．実験の概要
　 砂 を 充 填 し た 高 さ
50cm程度の円筒にク
ロマツのコンテナ苗を
春に植え、およそ半年
後 に 根 を 調 査 し ま し
た。土の硬さと根の成
長 の 関 係 を 調 べ る た
め、円筒の中ほどの高
さに硬さを設定する厚
さ4cmの層（以下、設
定層）を設け、特に硬
い層、硬い層、硬くな
い層、の３つの硬さを
設定しました（図1）。
特 に 硬 い 層 に は S 値
0.5程度、硬い層には
S値0.7程度の海岸林

造成地の盛土から採取した不攪乱土壌試料を、硬く
ない層には設定層以外と同様に砂を充填したものを
用いました。S値とは、土壌貫入試験機で3kgの錘
を50㎝の高さから落下させた１打撃あたりの貫入
量のことで、値が小さいほど土壌が硬いことを意味
します。

３．根の成長と土の硬さ
　硬さの影響を調べるために、設定層の上下で根の
直径を測定して断面積を計算し、それぞれの硬さの
設定層の断面積を比較しました。特に硬い層では、
根が設定層にわずかに侵入するだけで設定層を突き
抜けた根はありませんでしたが、硬い層と硬くない
層は設定層の下まで突き抜けた根がありました（図
2）。設定層の上での根の断面積合計を比較する
と、総量には設定層の硬さの影響は見られませんで
したが、直径を区分してみると、直径1.0 mm 以上
の根は設定層が硬くなると少なくなりました。設定
層の上と下での断面積を比較すると、硬くない層で
は総量と直径で区分した値ともに差が少なかったの
に対し、硬い層では上に比べて下では総量は半分以
下となり、全ての直径区分の値が減少し、割合は1 
mm以上のものが大きくなりました。

４．おわりに
　紹介した実験の結果から、「根は侵入できるが量
は少なくなる」、「根が侵入できない」というよう
に土の硬さが根の成長に影響する様子がわかりまし
た。このことから、海岸林の再生等でクロマツを植
栽するために盛土を造成する際には硬くなりすぎな
いように配慮する必要があると言えます。
　この研究プロジェクトでは、土の硬さと根の成長
に関して、広葉樹の場合や、樹齢の増加に伴う変化
などについても研究を進めています。

写真1：根返りしたクロマツ

写真2：盛土を伴う海岸林造成

図1：実験の概要

図２：設定層の上と下での根の断面積
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森林総合研究所　野口　宏典森のおはなし

ー columnー

１．はじめに
　東日本大震災では、津波を受けた海岸林で根返り
等による樹木の被害が数多く発生しました（写真
1）。これを受けて、震災後に海岸林が造成される
際には、樹木の根を深くまで成長させることを目的
として、盛土による嵩上げが図られる事例が多くな
りました（写真2）。その一方で、海岸林の生育基
盤としてこれまで一
般的だった砂丘地に
比べ盛土は硬くなり
やすく、そのことが
根の成長を妨げるこ
とが懸念されていま
す。しかし、硬い土
への植栽が行われる
事例はこれまで少な
く、土の硬さが根の
成長にどう影響する
のかはあまり知られ
ていません。ここで
は、森林総合研究所
の研究プロジェクト
で行った根の成長と
土の硬さに関する実
験の結果を紹介しま
す。

２．実験の概要
　 砂 を 充 填 し た 高 さ
50cm程度の円筒にク
ロマツのコンテナ苗を
春に植え、およそ半年
後 に 根 を 調 査 し ま し
た。土の硬さと根の成
長 の 関 係 を 調 べ る た
め、円筒の中ほどの高
さに硬さを設定する厚
さ4cmの層（以下、設
定層）を設け、特に硬
い層、硬い層、硬くな
い層、の３つの硬さを
設定しました（図1）。
特 に 硬 い 層 に は S 値
0.5程度、硬い層には
S値0.7程度の海岸林

造成地の盛土から採取した不攪乱土壌試料を、硬く
ない層には設定層以外と同様に砂を充填したものを
用いました。S値とは、土壌貫入試験機で3kgの錘
を50㎝の高さから落下させた１打撃あたりの貫入
量のことで、値が小さいほど土壌が硬いことを意味
します。

３．根の成長と土の硬さ
　硬さの影響を調べるために、設定層の上下で根の
直径を測定して断面積を計算し、それぞれの硬さの
設定層の断面積を比較しました。特に硬い層では、
根が設定層にわずかに侵入するだけで設定層を突き
抜けた根はありませんでしたが、硬い層と硬くない
層は設定層の下まで突き抜けた根がありました（図
2）。設定層の上での根の断面積合計を比較する
と、総量には設定層の硬さの影響は見られませんで
したが、直径を区分してみると、直径1.0 mm 以上
の根は設定層が硬くなると少なくなりました。設定
層の上と下での断面積を比較すると、硬くない層で
は総量と直径で区分した値ともに差が少なかったの
に対し、硬い層では上に比べて下では総量は半分以
下となり、全ての直径区分の値が減少し、割合は1 
mm以上のものが大きくなりました。

４．おわりに
　紹介した実験の結果から、「根は侵入できるが量
は少なくなる」、「根が侵入できない」というよう
に土の硬さが根の成長に影響する様子がわかりまし
た。このことから、海岸林の再生等でクロマツを植
栽するために盛土を造成する際には硬くなりすぎな
いように配慮する必要があると言えます。
　この研究プロジェクトでは、土の硬さと根の成長
に関して、広葉樹の場合や、樹齢の増加に伴う変化
などについても研究を進めています。

写真1：根返りしたクロマツ

写真2：盛土を伴う海岸林造成

図1：実験の概要

図２：設定層の上と下での根の断面積
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今
回
の
「
森
林
の
市
」
は
、
局
駐
車

場
に
テ
ン
ト
18
基
を
設
置
し
て
山
菜
、

木
工
品
等
の
森
林
の
恵
み
を
販
売
す
る

「
販
売
コ
ー
ナ
ー
」、
庁
舎
2
階
で
木

工
ク
ラ
フ
ト
等
楽
し
ん
で
頂
く
「
体
験

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
販
売
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
16
団
体

か
ら
の
出
展
が
あ
り
、
各
団
体
が
持
ち

寄
っ
た
自
慢
の
ア
イ
コ
、
ワ
ラ
ビ
、
タ

ケ
ノ
コ
な
ど
の
旬
な
山
菜
や
丁
寧
に
育

て
た
山
野
草
、
秋
田
ス
ギ
、
青
森
ヒ
バ

の
木
工
品
、
炭
、
木
酢
液
、
山
の
道

具
な
ど
市
価
よ
り
も
安
い
こ
と
か
ら
多

く
の
方
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
唯
一
の
山
菜
汁
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
昼
食
の
時
間
帯
が
近
づ
く

に
つ
れ
「
森
林
の
恵
み
」
た
っ
ぷ
り
の

熱
々
の
山
菜
汁
を
買
い
求
め
る
人
が
集

ま
り
大
好
評
で
し
た
。

　

県
内
の
林
業
関
係
団
体
な
ど
で
つ
く

る
実
行
委
員
会
主
催
の
第
41
回
森
林
の

市
in
A
K
I
T
A
が
6
月
8
日
（
土
）

に
東
北
森
林
管
理
局
構
内
特
設
会
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
森
林
の

市
」
は
、
山
菜
、
木
工
品
等
の
販
売

を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
に
森
林
・
林

業
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
と
と
も
に

森
林
（
も
り
）
の
恵
み
に

触
れ
て
頂
く
こ
と
を
目
的

に
昭
和
60
年
（
1
9
8
5

年
）
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
当
日
は
、
時
折

雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
苗
木
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
必
要
な
整
理

券
を
求
め
多
く
の
方
が
午

　

庁
舎
2
階
で
は
、
森
林
の
市
初
参
加

と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
や
ま
ぼ

ん
ず
、
昨
年
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
な
ど
が

出
展
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
森
林
浴
や
木
工

製
作
、
庁
舎
1
階
で
は
、
バ
ル
ー
ン
コ
ー

ナ
ー
で
ク
マ
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
っ
た
り
多

彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
様
々
な
木
の
実
や
葉
っ
ぱ
な
ど

を
使
っ
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
様
々
な
年
代
の
方
が
思
い
思
い

の
作
品
づ
く
り
に
し
ば
し
時
間
を
忘
れ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
41
回
森
林
の
市

in 

A
K
I
T
A
を
開
催

技
術
普
及
課

前
9
時
か
ら
列
を
つ
く
る
な
ど
開
会
前

か
ら
賑
わ
っ
て
お
り
、
開
会
式
の
後
に

は
雨
も
上
が
り
、
7
0
0
名
近
い
方

に
来
場
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
来
場
頂
い
た
親
子
１

組
、
実
行
委
員
長
、
東
北
森
林
管
理

局
長
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ス
パ
ー
ク
で
カ

ラ
フ
ル
な
風
船
が
空
に
舞
い
上
が
り
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
続
き
、

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
よ
る
サ
ル
ス
ベ
リ
の

苗
木
2
0
0
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

山菜の販売

開会式で舞い上がるバルーン

木工クラフトコーナー

バーチャル森林浴

サルスベリの苗木のプレゼント
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規
格
や
取
扱
方
法
、
苗
木
検
査
時
の
対

応
に
つ
い
て
、
職
員
の
意
思
統
一
を
図

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

１
．
植
付
（
苗
木
検
査
）
等
研
修

　

上
北
郡
東
北
町
字
横
沢
山
国
有
林

1
0
9
2
は
2
林
小
班
内
（
請
負
者

　

株
式
会
社
坪
造
林
）
に
て
、
職
員
19

名
の
参
加
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

乙
供
・
北
坪
川
首
席
森
林
官
、
田
子

地
域
統
括
森
林
官
を
講
師
に
、
苗
木
仕

様
書
、
苗
木
運
搬
仕
様
書
、
植
付
作
業

仕
様
書
（
コ
ン
テ
ナ
苗
）、
良
い
コ
ン

テ
ナ
苗
と
問
題
の
あ
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の

特
徴
、
下
刈
り
省
略
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
職
員
に
よ
る
植

付
体
験
（
ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗
1
0
0

本
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

秋
田
ス
ギ

の
積
み
木
の

コ
ー
ナ
ー
で

は
、
子
ど
も

達
と
周
り
の

大
人
で
共
同

で
作
っ
た
、

大
き
な
積
み

木
の
お
家
が

出
来
て
子
ど
も
達
が
中
に
入
る
な
ど
、

沢
山
の
積
み
木
の
作
品
が
出
来
て
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
北
森
林
管
理
局
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

森
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
実
施
、
各
コ
ー

ナ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
1
0
0
％
正
解
を

目
指
し
て
各
自
で
ヒ
ン
ト
を
出
す
な
ど

来
場
者
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

　

各
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
見
所
の
紹
介
で
は
、
美
し
い
風
景
と

と
も
に
森
で
見
ら
れ
る
動
植
物
の
写
真

展
で
は
貴
重
な
森
林
生
態
系
を
Ｐ
Ｒ
で

き
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン

飛
行
擬
似
体

験
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
の
画

面
を
見
な
が

ら
飛
行
訓
練

が
で
き
る
と

２
．
森
林
組
合
苗
畑
の
見
学
に
つ
い
て

　

東
北
町
森
林
組
合
苗
畑
に
て
、
森
林

組
合
よ
り
山
田
業
務
課
長
、
酒
田
業
務

課
長
補
佐
の
2
名
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
実
施
し
ま
し
た
。
酒
田
業
務
課
長
補

佐
か
ら
苗
木
生
産
規
模
の
概
要
、
コ
ン

テ
ナ
苗
の
育
苗
方
法
や
種
類
・
性
質
等

に
つ
い
て
、
ま
た
、
山
田
業
務
課
長
か

ら
は
、
自
身
が
こ
れ
ま
で
改
善
を
重
ね

て
き
た
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
等
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
若

手
職
員
の
育
成
や
森
林
官
の
技
能
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
っ
て
多
く
の
人
に
体
験
し
て
頂
き
、

特
に
大
人
よ
り
も
子
ど
も
の
ほ
う
が
上

手
に
操
作
を
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
緑
の
募
金
活
動
も
行

わ
れ
、
多
く
の
方
か
ら
募
金
に
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
秋
田
県
内
の
緑
化
活

動
に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
募
金
に

ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
森
林
の
恵
み
を
通
じ

て
、
地
域
の
皆
様
に
森
林
・
林
業
に
親

し
み
を
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
な
「
森

林
の
市
」
に
向
け
て
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

当
署
で
は
、
主
に
森
林
官
と
若
手
職

員
を
対
象
に
、
6
月
6
日
（
木
）、
植

付
（
苗
木
検
査
）
等
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
研
修
会
は
、近
年
当
署
管
内
で
も
、

コ
ン
テ
ナ
苗
を
使
用
し
た
植
付
が
主
と

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
苗
木
の

森
林
官
及
び
若
手
職
員
を

対
象
と
し
た
植
付（
苗
木
検
査
）

等
研
修
会

三
八
上
北
森
林
管
理
署

秋田スギの積み木ドローンの飛行疑似体験

職員による植付体験

コンテナ苗の育苗方法について

乙供・北坪川首席森林官による説明

苗木生産規模等についての説明

田子地域統括森林官による説明

コンテナ苗の特徴等について
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ま
た
、
い
で
湯
の
宝
庫
と
さ
れ
る
湯
沢
市
で
は

地
下
熱
を
利
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
が
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
当
管
内
で
も
地

熱
開
発
事
業
が
国
有
林
内
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
上
の
岱
地
熱
発

電
所
（
発
電
出
力
は
2
8
、
8
0
0
k
W
）
と
今

年
５
月
20
日
に
営
業
運
転
を
開
始
し
た
山
葵
沢

地
熱
発
電
所（
発
電
出
力
は
4
6
、1
9
9
k
W
）

が
あ
り
、
特

に
、
山
葵
沢
地

熱
発
電
所
は
、

国
内
で
は
23

年
振
り
の
１

万
k
W
以
上

の
大
規
模
地

熱
発
電
所
と

い
う
こ
と
で

注
目
度
が
高

い
で
す
（
国
内

４
番
目
の
出

力
規
模
）。　

こ
の
４
月
か
ら
初
め
て
の
森
林
事
務

所
配
属
と
な
り
、
請
負
監
督
や
境
界
巡

検
、
林
道
点
検
等
々
に
お
い
て
、
現
場

職
員
や
支
署
職
員
の
方
々
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
日
々
業
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
現
場
で
作
業
を
し
て
い
る

と
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
ス
ギ
林
が

成
林
し
て
い
る
」
と
思
う
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
実
際
に
人
工
林
が
成
熟
し

て
い
る
姿
を
見
る
と
、
人
工
林
資
源
が

利
用
期
を
迎
え
て
い
る
今
日
が
あ
る
の

も
、
偏
に
先
人
の
方
々
か
ら
脈
々
と
受

け
継
が
れ
た
植
林
や
造
林
の
成
果
の
賜

物
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
私
の
勤
務
す
る
湯
沢
森
林
事
務
所
は
、
湯
沢
支

署
庁
舎
と
併
設
と
な
っ
て
お
り
、
秋
田
県
最
南
東

部
に
位
置
す
る
湯
沢
市
に
あ
り
ま
す
。
湯
沢
市

は
、
国
道
13
号
、
1
0
8
号
及
び
3
9
8
号
が

通
っ
て
お
り
、
秋
田
県
と
隣
接
し
て
い
る
山
形

県
、
宮
城
県
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
網
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
小
野
小
町
」
生
誕
の
地
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

　
管
轄
区
域
は
、
湯
沢
市
高
松
地
区
の
国
有
林
約

4
、
2
0
0
ha
と
羽
後
町
の
国
有
林
約
1
、

6
0
0
ha
で
、
人
工
林
は
秋
田
ス
ギ
を
、
天
然
林

は
ブ
ナ
を
主
体
と
し
て
い
ま
す
。
高
松
地
区
管
内

に
は
、「
泥
湯
温
泉
」
や
、
日
本
三
大
霊
地
の
一
つ

「
川
原
毛
地
獄
」、
滝
そ
の
も
の
が
温
泉
と
い
う
全

国
で
も
珍
し
い
「
川
原
毛
大
湯
滝
」
と
い
っ
た
西

栗
駒
山
系
の
大
自
然
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
羽
後
町
管
内
に
向
か
う
途
中
に
あ
る
七
曲

峠
で
は
、
馬
そ
り
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
峠
を
越
え
る

昔
な
が
ら
の
花
嫁
道
中
を
再
現
し
た
「
ゆ
き
と
ぴ

あ
七
曲
」
が
毎
年
１
月
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
見

所
・
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
度
、

湯
沢
支
署
を

含
む
雄
物
川

流
域
は
予
備

編
成
の
年
に

あ
た
り
、
次

期
計
画
の
伐

採
箇
所
の
検

討
を
行
い
ま

し
た
。
当
時
、

私
は
当
支
署

の
経
営
担
当

と
し
て
予
備

編
成
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
森
林
事
務
所

の
職
員
と
し
て
業
務
を
行
う
立
場
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
度
も
引
き
続
き
、
森
林
官
補
と
し
て
業

務
を
行
う
こ
と
と
な
れ
ば
、
自
ら
が
検
討
し
た
伐

採
計
画
に
基
づ
き
現
場
で
業
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
自
ら
が
検
討
し
た
伐
採
計
画
の
出
来
不

出
来
を
直
接
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
る
は
ず
で
す

の
で
、
す
で
に
来
年
度
の
森
林
事
務
所
で
の
業
務

が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
４
月
１
日
に
「
森
林
経
営
管
理

法
」
が
施
行
さ
れ
、「
改
正
国
有
林
野
管
理
経
営

法
」も
今
年
６
月
５
日
に
可
決
・
成
立
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
民
国
連
携
し
た
森
林
の
管
理

経
営
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た
国
有
林
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
初
め
て
行
う
前
例
の
な
い
業
務
に
悪
戦
苦
闘

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
森
林
事
務
所
の
職
員
と
し
て
、

現
場
の
最
前
線
で
業
務
に
携
わ
れ
る
こ
と
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
日
々
の
業
務
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
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川原毛大湯滝
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　名古屋市内を流れる矢田川は、私が中学生の
頃に足繁く釣りに通った、私にとっての『小鮒釣
りしかの川』です。①は名古屋市東区大幸三丁目
の河川敷、左奥にナゴヤドームが見える正にこ
の場所でミノル少年は釣り竿を振っていたので
すが･･･じつはここ、諸説ありますが今回ご紹介
するハッチョウトンボが江戸時代に発見されて、
名前の由来になった場所なのです。
　①付近の昔の地名は“矢田鉄砲場八丁目”。江
戸時代、矢田川河川敷が射撃訓練場として利用
されていて、この八丁目に多産したためハッ
チョウトンボと命名されたのだとか。もしかし
たらイッチョウトンボやニチョウトンボになっ
た可能性もあるわけです。本種は大きな川や池
では見られず、水深の浅い湿地環境に限って生
息するので②、昔ここはおそらく矢田川の氾濫
原が広がっていたのでしょう。
　東北地方の生息地では毎年初夏に羽化して、
各地で観察会などが開かれる湿地のアイドル的

な存在です。体長わずか2cm前後（世界最小ク
ラス！）という小ささが人気の理由の一つで
しょう。外見もきれいで、羽化直後の♂は淡い褐
色ですが、成熟すると全身紅色に染まります③。
④はキンコウカの蕾に止まる♀ですが、腹部が
黄色と橙色の縞模様で、これまた美しい容姿で
す。交尾する姿はトンボそのものの体勢⑤です
が、とにかく小さいので、観察する際は双眼鏡の
使用をお勧めします。
　ハッチョウトンボが分布する本州～九州各地
の都府県では、本種が絶滅危惧種や絶滅種に指
定されています。生物多様性の保全が謳われる
昨今、現在の生息場所が①の様に激変すること
は無いでしょうが、少しずつ湿地の水質が悪化
したり乾燥化が進み藪になったりして、いつの
間にか姿を消してしまう可能性も否定できませ
ん。この小さなトンボは、良好な湿地環境が長年
にわたり保全されていることを示すバロメー
ターなのです。

①矢田川河川敷 ②白神山麓の生息環境

③ハッチョウトンボ♂ ④ハッチョウトンボ♀ ⑤交尾する♂♀

湿地を飛び交う小さな住人
̶ハッチョウトンボ̶

藤里森林生態系保全センター　専門官　有本　実
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ま
た
、
い
で
湯
の
宝
庫
と
さ
れ
る
湯
沢
市
で
は

地
下
熱
を
利
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
が
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
当
管
内
で
も
地

熱
開
発
事
業
が
国
有
林
内
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
上
の
岱
地
熱
発

電
所
（
発
電
出
力
は
2
8
、
8
0
0
k
W
）
と
今

年
５
月
20
日
に
営
業
運
転
を
開
始
し
た
山
葵
沢

地
熱
発
電
所（
発
電
出
力
は
4
6
、1
9
9
k
W
）

が
あ
り
、
特

に
、
山
葵
沢
地

熱
発
電
所
は
、

国
内
で
は
23

年
振
り
の
１

万
k
W
以
上

の
大
規
模
地

熱
発
電
所
と

い
う
こ
と
で

注
目
度
が
高

い
で
す
（
国
内

４
番
目
の
出

力
規
模
）。　

こ
の
４
月
か
ら
初
め
て
の
森
林
事
務

所
配
属
と
な
り
、
請
負
監
督
や
境
界
巡

検
、
林
道
点
検
等
々
に
お
い
て
、
現
場

職
員
や
支
署
職
員
の
方
々
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
日
々
業
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
現
場
で
作
業
を
し
て
い
る

と
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
ス
ギ
林
が

成
林
し
て
い
る
」
と
思
う
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
実
際
に
人
工
林
が
成
熟
し

て
い
る
姿
を
見
る
と
、
人
工
林
資
源
が

利
用
期
を
迎
え
て
い
る
今
日
が
あ
る
の

も
、
偏
に
先
人
の
方
々
か
ら
脈
々
と
受

け
継
が
れ
た
植
林
や
造
林
の
成
果
の
賜

物
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
私
の
勤
務
す
る
湯
沢
森
林
事
務
所
は
、
湯
沢
支

署
庁
舎
と
併
設
と
な
っ
て
お
り
、
秋
田
県
最
南
東

部
に
位
置
す
る
湯
沢
市
に
あ
り
ま
す
。
湯
沢
市

は
、
国
道
13
号
、
1
0
8
号
及
び
3
9
8
号
が

通
っ
て
お
り
、
秋
田
県
と
隣
接
し
て
い
る
山
形

県
、
宮
城
県
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
網
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
小
野
小
町
」
生
誕
の
地
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

　
管
轄
区
域
は
、
湯
沢
市
高
松
地
区
の
国
有
林
約

4
、
2
0
0
ha
と
羽
後
町
の
国
有
林
約
1
、

6
0
0
ha
で
、
人
工
林
は
秋
田
ス
ギ
を
、
天
然
林

は
ブ
ナ
を
主
体
と
し
て
い
ま
す
。
高
松
地
区
管
内

に
は
、「
泥
湯
温
泉
」
や
、
日
本
三
大
霊
地
の
一
つ

「
川
原
毛
地
獄
」、
滝
そ
の
も
の
が
温
泉
と
い
う
全

国
で
も
珍
し
い
「
川
原
毛
大
湯
滝
」
と
い
っ
た
西

栗
駒
山
系
の
大
自
然
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
羽
後
町
管
内
に
向
か
う
途
中
に
あ
る
七
曲

峠
で
は
、
馬
そ
り
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
峠
を
越
え
る

昔
な
が
ら
の
花
嫁
道
中
を
再
現
し
た
「
ゆ
き
と
ぴ

あ
七
曲
」
が
毎
年
１
月
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
見

所
・
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
度
、

湯
沢
支
署
を

含
む
雄
物
川

流
域
は
予
備

編
成
の
年
に

あ
た
り
、
次

期
計
画
の
伐

採
箇
所
の
検

討
を
行
い
ま

し
た
。
当
時
、

私
は
当
支
署

の
経
営
担
当

と
し
て
予
備

編
成
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
森
林
事
務
所

の
職
員
と
し
て
業
務
を
行
う
立
場
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
度
も
引
き
続
き
、
森
林
官
補
と
し
て
業

務
を
行
う
こ
と
と
な
れ
ば
、
自
ら
が
検
討
し
た
伐

採
計
画
に
基
づ
き
現
場
で
業
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
自
ら
が
検
討
し
た
伐
採
計
画
の
出
来
不

出
来
を
直
接
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
る
は
ず
で
す

の
で
、
す
で
に
来
年
度
の
森
林
事
務
所
で
の
業
務

が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
４
月
１
日
に
「
森
林
経
営
管
理

法
」
が
施
行
さ
れ
、「
改
正
国
有
林
野
管
理
経
営

法
」も
今
年
６
月
５
日
に
可
決
・
成
立
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
民
国
連
携
し
た
森
林
の
管
理

経
営
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た
国
有
林
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
初
め
て
行
う
前
例
の
な
い
業
務
に
悪
戦
苦
闘

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
森
林
事
務
所
の
職
員
と
し
て
、

現
場
の
最
前
線
で
業
務
に
携
わ
れ
る
こ
と
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
日
々
の
業
務
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
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八幡平ドラゴンアイ

紅葉の茶臼岳

八幡沼 岩手山焼走り熔岩流

大黒森のバックカントリースキー

我
が
署
の
名
所

岩
手
県
八
幡
平
市

　岩
手
北
部
森
林
管
理
署
管
内

自
然
豊
か
な
八
幡
平

the Noted Place of My Jurisdiction

　
八
幡
平
（
標
高
一
六
一
三
ｍ
）
は
、
岩
手
・
秋
田
両
県
に
ま
た
が
る
台
地
状
火
山
で
あ
り
、

そ
の
昔
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
朝
廷
か
ら
遣
わ
さ
れ
こ
こ
に
来
た
と
き
に
、
美
し
い
景
色
に
感
動

し
、
八
幡
大
菩
薩
に
感
謝
を
こ
め
て
「
八
幡
平
」
と
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

　
八
幡
平
山
頂
へ
向
か
う
散
策
路
は
緩
や
か
な
勾
配
に
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
本
格
的
な

登
山
装
備
や
経
験
が
な
く
て
も
気
楽
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
温
泉
施
設
も
多
数
あ
り
、
特
に
東
北
地
方
最
高
地
点
（
標
高
一
四
○
○
ｍ
）
に
位
置
す
る
藤

七
温
泉
は
、
混
浴
の
露
天
風
呂
が
五
つ
も
あ
り
ま
す
。
八
幡
平
の
広
大
な
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
登
山
で
疲
れ
た
体
を
温
泉
に
浸
か
り
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
例
年
四
月
中
旬
に
は
八
幡
平
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
が
開
通
し
、
高
さ
数
メ
ー
ト
ル
に

も
な
る
雪
の
回
廊
が
五
月
中
旬
ま
で
見
ら
れ
、
絶
好
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
山
頂
付
近
の
鏡
沼
で
、
沼
の
残
雪
が
龍
の
目
の
よ
う
に
見
え
る
「
八
幡
平
ド
ラ

ゴ
ン
ア
イ
」
が
話
題
を
集
め
、
多
く
の
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
、
大
黒
森
（
旧
八
幡
平
ス
キ
ー
場
）
で
は
、
雪
上
車
を
活
用
し
た
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
お
り
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
幡
平
市
は
、
こ
の
八
幡
平
を
含
め
て
岩
手
山
焼
走
り
熔
岩
流
、
七
時
雨
山
、
安
比
高
原
な

ど
四
季
を
通
じ
て
登
山
や
温
泉
、
ド
ラ
イ
ブ
、
冬
は
ス
キ
ー
等
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
魅
力
あ
る

地
域
で
す
。

岩手北部森林管理署
〒028-7534　岩手県八幡平市荒屋新町41-8
TEL 0195-72-2221　FAX 0195-72-2300

◎交通アクセス　松尾八幡平ICから車で30分

安比高原スキー場

至　盛岡

至　秋田

至　青森

藤七温泉

八幡平

♨

282

東北自動車道

松尾八幡平IC

八幡平樹海ライン

八幡平アスピーテライン


